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報処理学会創立 50周年記念（第 72回）全国大会は，

2010年 3月 8日から 12日まで，東京大学の本郷キャン

パスで行われた．大会の本体は 9日から 11日までであ

るが，8日にはプレイベント，12日にはポストイベン

トが開催され，その会期の長さもさることながら，あら

ゆる点において記録的な大会となった．

　第 1に，7,150という参加者数が達成された．第 62～

71回の参加者数の平均が 2,282であることを考えると，

この数字は驚異的なものであるといわざるを得ない．お

そらく，この数字は近い将来において破られないのでは

ないかと思われる．もちろん，破られてほしいものだが．

　第 2に，言語処理学会との共催，ソフトウェアジャ

パンの併設，プレイベントとポストイベントの新設など，

従来の全国大会を超えた枠組みによる開催となったこと

である．

　第 3に，以上の結果として，東大の本郷キャンパスを

フルに活用した全国大会になったことである．当初，大

型のイベントは安田講堂，山上会館，小柴ホールなどで

開催し，一般・学生セッションは工学部と理学部の建物

を活用して開催することを計画していた．

　ところが，言語処理学会との共催とソフトウェアジャ

パンの併設が決まり，また，多くのイベント企画が立案

されるにつれ，必要なイベント会場の数はうなぎのぼり

に増えていった．そのため，上述の建物に加えて，法文

1号館，赤門総合研究棟，福武ラーニングシアターなど

の大教室やホールが会場として追加された．結果とし

て，本大会が本郷キャンパス全体を覆うような状況にな

り，大学全体における本大会のプレゼンスは非常に大き

なものとなった．具体的に，筆者は 10日の朝に部局長

が集まる全学の委員会に出席したのだが，会議前の雑談

は，本大会のうわさで持ちきりだったのである．

　特に，普段は法学部の昔ながらの講義が行われている

法文 1号館の 25番教室における「CGMの現在と未来：

初音ミク，ニコニコ動画，ピアプロの切り拓いた世界」

は，本大会を象徴するイベントであった．普段はプロジ

ェクタもネットワークもないこの会場から配信されたイ

ベントの様子を，ネットワークを通して「長い時間しっ

かりと視聴された方」は，約 700名に達したそうである．

この数は会場の参加者数とほぼ同程度だったという．そ

して，法文 1号館の会場では，入場制限をするほどの混
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乱が生じた．よい意味で．

　第 4に，これも会場に関することであるが，御殿下記

念館を活用して「今ドキッの IT」展示が行われた．普段は

学生や教員の運動の場として使われている施設であるが，

実行委員会のウルトラ C的な技により，本大会のイベ

ントのために利用することが可能となった．実は，本郷

というキャンパスにおいて，大きなイベントを開催する

ことが可能な巨大なオープンスペースは，この御殿下記

念館以外にはなかったのである．

　実際に，「今ドキッの IT」展示では，巨大なスペースを

活かした数々のイベントが開催されたが，特に，ロボテ

ックをはじめとして，学生や東大の合格発表に来た高校

生など，若い人たちの参加・見学が目立っていた．

　第 5に，いま述べたように，3月 10日は東大の合格

発表の日であった．毎年この日の本郷キャンパスはお祭

りのようになるのだが，その中での本大会の開催であっ

たため，お祭りはますます賑やかになり，本大会への参

加者数もますます増えることとなった．

　第 6に，開催校である東大の現総長と前総長から講演

をいただいたことも忘れてはならない．

　以上に述べたことのほかに，特にソフト面でもさまざ

まな工夫が行われた．たとえば，聴講参加は無料とした

こと，卒論・修論の学会推奨認定制度を導入したことな

どである．

　このようなさまざまな工夫と努力の結果として，60

以上という膨大なイベントが，上述した膨大な数の会場

に割り付けられた．このこと自体が，プログラム委員会

の大変な作業であったそうである．限られた紙面なので，

その 60以上の個々のイベントについてここで取り上げ

ることはできない．

　現総長と前総長の講演については触れたが，その他，

Fran Allen先生による招待講演「The Challenge of the 

Multicores」は非常に示唆に富んだものであったという．

また，3人のプログラム委員長のご尽力された「情報処

理の『夢』」「情報処理グランドチャレンジ」「ソフトウェ

アジャパン 2010」の成功はここに記録としてとどめさせ

ていただきたい．

　本大会全体を通じて，喜連川組織委員長（副会長）の企

画力・組織力・実行力には目を見張るものがあり，世界

的な研究開発を先導されてきた方が全国大会をやると，

こうなるのものかという驚嘆を感じ得ずにはいられない．

　喜連川委員長の『ちょっと「元気感」が得られた』という

お言葉があるが，情報分野全体がいただいた大きな元気

感は末長く続きそうである．というのも，ちょうど東大

の合格発表と重なった本大会には，合格発表に来ていた

高校生たちも含めて，多くの若い人たちの参加があった．

本大会で元気感を共有した若い人たちが，今後の情報分

野にさらなる元気を与えてくれると大いに期待できるか

らである．
（平成 22年 4月 8日受付）
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